
(57)【要約】

【課題】表面に硬質の化粧膜が固着された板材を切断す

る際に、切り口面にこば欠け、亀裂等が発生しないよう

にする。

【解決手段】円板状の台金（１１）の外周部に多数の刃

（１３）を円周方向に所定ピッチで設けてなる回転鋸に

おいて、前記刃（１３）は、少なくと先端部のすくい面

（１４）及び逃げ面（１５）を刃厚中心に向かって谷形

に凹ませるようにする。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
円 板 状 の 台 金 （ １ １ ） の 外 周 部 に 多 数 の 刃 （ １ ３ ） を 円 周 方 向 に 所 定 ピ ッ チ で 設 け て な る
回 転 鋸 に お い て 、 前 記 刃 （ １ ３ ） は 、 少 な く と 先 端 部 の す く い 面 （ １ ４ ） 及 び 逃 げ 面 （ １
５ ） を 刃 厚 中 心 に 向 か っ て 谷 形 に 凹 ま せ た こ と を 特 徴 と す る 回 転 鋸 。
【 請 求 項 ２ 】
刃 （ １ ３ ） は 台 金 （ １ １ ） と 別 体 に 形 成 さ れ る 焼 結 合 金 製 と し 、 該 刃 （ １ ３ ） の す く い 面
（ １ ４ ） の 凹 面 （ １ ４ ａ ， １ ４ ｂ ） は 刃 主 体 を 焼 結 成 形 す る 際 に こ れ と 同 時 に 、 も し く は
焼 結 成 形 し た 後 、 台 金 （ １ １ ） に 固 着 す る 前 に 研 削 し て 形 成 し 、 逃 げ 面 （ １ ５ ） の 凹 面 （
１ ５ ａ ， １ ５ ｂ ） は 刃 主 体 を 台 金 （ １ ２ ） の 外 周 に 固 着 し た 後 、 研 削 し て 形 成 し た こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 回 転 鋸 。
【 請 求 項 ３ 】
す く い 面 （ １ ４ ） の 刃 厚 中 心 部 に た て 方 向 に 延 び る 溝 （ １ ４ ｃ ） を 設 け た こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 回 転 鋸 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 表 面 に 硬 質 の 化 粧 膜 が 固 着 さ れ た 板 材 （ 化 粧 板 ） を 切 断 す る 回 転 鋸 に 関 す る も
の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の 技 術 と し て 、 図 １ １ ～ １ ３ 　 に 示 す も の が あ っ た 。 図 １ １ ～ １ ３ 　 に お い て 、 １ は
交 互 刃 を 有 す る 回 転 鋸 で あ り 、 こ の 回 転 鋸 １ は 、 円 板 状 の 台 金 ２ の 外 周 に 鋸 刃 形 の 刃 台 ３
を 円 周 方 向 に 等 ピ ッ チ で 形 成 し 、 各 刃 台 ３ の 回 転 面 側 に 刃 厚 Ｔ が 台 金 ２ の 厚 さ よ り も 厚 い
超 硬 合 金 製 の 傾 斜 刃 （ 交 互 刃 ） ４ ， ５ を 固 着 し て な る 。 上 記 傾 斜 刃 ４ ， ５ は 、 す く い 面 ４
ａ ， ５ ａ 及 び 逃 げ 面 ４ ｂ ， ５ ｂ が 互 い に 逆 向 き に 傾 斜 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
即 ち 、 一 方 の 傾 斜 刃 ４ は 、 そ の す く い 面 ４ ａ が 左 面 か ら 右 面 （ 図 １ ２ に お い て 下 か ら 上 ）
に 向 か っ て 反 回 転 方 向 に 傾 斜 し 、 そ の 逃 げ 面 ４ ｂ が 左 面 か ら 右 面 に 向 か っ て 回 転 中 心 方 向
に 傾 斜 す る 。 ま た 、 他 方 の 傾 斜 刃 ５ は 、 そ の す く い 面 ５ ａ が 右 面 か ら 左 面 （ 図 １ ２ に お い
て 上 か ら 下 ） に 向 か っ て 反 回 転 方 向 に 傾 斜 し 、 そ の 逃 げ 面 ５ ｂ が 右 面 か ら 左 面 に 向 か っ て
回 転 中 心 方 向 に 傾 斜 す る 。 上 記 す く い 面 ４ ａ ， ５ ａ の 横 す く い 角 Ｂ １ ， Ｂ ２ 及 び 逃 げ 面 ４
ｂ ， ５ ｂ の 先 端 傾 き 角 Ｄ １ ， Ｄ ２ は 共 に 約 １ ５ 度 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 従 来 の も の は 、 互 い に 逆 向 き に 傾 斜 す る 傾 斜 刃 ４ ， ５ を 円 周 方 向 に 交 互 に 固 着 す る よ
う に し て い た の で 、 各 刃 が 左 右 に 別 れ て 切 り 口 の 左 右 面 を 切 削 す る こ と に な り 、 １ 刃 が 受
け 持 つ 切 削 量 が 多 く な っ て 切 り 口 面 の 衝 撃 が 大 き く な る と と も に 、 切 り 口 の 左 右 面 に 発 生
す る ナ イ フ マ ー ク が 粗 く な る 。 こ の た め 、 表 面 に 硬 質 の 化 粧 膜 が 固 着 さ れ た 板 材 （ 化 粧 板
） を 切 断 す る と 、 化 粧 膜 の 切 り 口 面 に こ ば 欠 け 、 亀 裂 等 が 発 生 す る と と も に 、 切 断 面 が 荒
れ る も の で あ っ た 。 本 発 明 は 上 記 欠 点 を 解 消 し た 新 規 な 回 転 鋸 を 得 る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 以 下 の 如 く 構 成 し た も の で あ る 。 即 ち 、 請 求 項 １ に
係 る 発 明 は 、 円 板 状 の 台 金 の 外 周 部 に 多 数 の 刃 を 円 周 方 向 に 所 定 ピ ッ チ で 設 け て な る 回 転
鋸 に お い て 、 前 記 刃 は 、 少 な く と 先 端 部 の す く い 面 及 び 逃 げ 面 を 刃 厚 中 心 に 向 か っ て 谷 形
に 凹 ま せ る 構 成 に し た も の で あ る 。
ま た 、 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 前 記 刃 を 台 金 と 別 体 に 形 成 さ れ る 焼 結 合 金 製 と し 、 該 刃 の
す く い 面 の 凹 面 は 刃 主 体 を 焼 結 成 形 す る 際 に こ れ と 同 時 に 、 も し く は 焼 結 成 形 し た 後 、 台
金 に 固 着 す る 前 に 研 削 し て 形 成 し 、 逃 げ 面 の 凹 面 は 刃 主 体 を 台 金 の 外 周 に 固 着 し た 後 、 研
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削 し て 形 成 し た も の で あ る 。
ま た 、 請 求 項 ３ に 係 る 発 明 は 、 前 記 す く い 面 の 刃 厚 中 心 部 に た て 方 向 に 延 び る 溝 を 設 け た
も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 に 基 い て 説 明 す る 。 図 面 に お い て 、 図 １ は 本 発 明 の 第 １ 実 施 例
を 示 す 回 転 鋸 の 一 部 を 断 面 し た 部 分 側 面 図 、 図 ２ は 図 １ の 部 分 拡 大 側 面 図 、 図 ３ は 図 ２ の
Ｉ Ｉ Ｉ 視 図 、 図 ４ は 図 ２ の Ｉ Ｖ 視 図 、 図 ５ は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 を 示 す 回 転 鋸 の 一 部 を 断
面 し た 要 部 拡 大 側 面 図 、 図 ６ は 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 を 示 す 図 ４ 相 当 の 平 面 図 、 図 ７ は 本 発
明 の 第 ４ 実 施 例 を 示 す 図 ４ 相 当 の 平 面 図 、 図 ８ は 台 金 へ の 刃 の ロ ウ 接 状 態 を 示 す 平 断 面 図
、 図 ９ は 本 発 明 の 第 ５ 実 施 例 を 示 す 説 明 用 正 面 図 、 図 １ ０ は 本 発 明 の 第 ６ 実 施 例 を 示 す 説
明 用 正 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
図 １ に お い て 、 １ ０ は 回 転 鋸 で あ り 、 表 面 に 硬 質 の 化 粧 膜 が 固 着 さ れ た 板 材 （ 化 粧 板 ） の
切 断 に 適 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 本 例 で は 、 厚 さ 約 １ ． ２ ｍ ｍ の 台 金 １ １ の 外 周 に ２
４ 個 の 刃 台 １ ２ を 等 ピ ッ チ あ る い は 不 等 ピ ッ チ で 形 成 し 、 各 刃 台 １ ２ の 回 転 面 側 に 共 に 同
構 造 か ら な る 超 硬 合 金 （ 焼 結 合 金 ） 製 の 刃 １ ３ を 固 着 す る 。 該 刃 １ ３ は 図 ２ ～ 図 ４ に 示 す
よ う に な っ て い る 。 即 ち 、 刃 厚 Ｔ を 約 １ ． ８ ｍ ｍ 、 す く い 面 １ ４ の す く い 角 Ａ を 約 ２ ０ 度
、 逃 げ 面 １ ５ の 先 端 逃 げ 角 Ｃ を 約 １ ５ 度 、 側 面 逃 げ 角 Ｓ を 約 ３ 度 、 側 面 向 心 角 Ｅ を 約 １ 度
と し 、 上 記 す く い 面 １ ４ 及 び 逃 げ 面 １ ５ を 刃 厚 中 心 に 向 か っ て 谷 形 に 凹 ま せ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
上 記 す く い 面 １ ４ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 左 右 （ 図 ４ に お い て 上 下 ） の 面 （ 凹 面 ） １ ４ ａ
， １ ４ ｂ を 刃 厚 方 向 両 端 か ら 刃 厚 中 心 に 向 か っ て 回 転 鋸 １ ０ の 反 回 転 方 向 に 傾 斜 さ せ る 。
ま た 、 上 記 逃 げ 面 １ ５ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 左 右 の 面 （ 凹 面 ） １ ５ ａ ， １ ５ ｂ を 刃 厚 方
向 両 端 か ら 刃 厚 中 心 に 向 か っ て 回 転 鋸 １ ０ の 回 転 中 心 方 向 に 傾 斜 さ せ る 。 上 記 す く い 面 １
４ の 左 右 の 面 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 傾 斜 角 度 、 即 ち 、 横 す く い 角 Ｂ は 共 に １ ５ ～ ４ ０ 度 の 範 囲
で 同 じ 角 度 と し 、 ま た 、 上 記 逃 げ 面 １ ５ の 左 右 の 面 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ の 傾 斜 角 度 、 即 ち 先 端
傾 き 角 Ｄ も 共 に １ ５ ～ ４ ０ 度 の 範 囲 で 同 じ 角 度 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の 場 合 、 表 面 に 硬 質 の 化 粧 膜 、 例 え ば メ ラ ミ ン 樹 脂 が 固 着 さ れ た 板 材 を 切 断 す る 場 合 は
、 上 記 横 す く い 角 Ｂ 及 び 先 端 傾 き 角 Ｄ を ２ ２ ～ ２ ５ 度 の 範 囲 に す る こ と が 好 ま し い 。 ま た
、 上 記 す く い 面 １ ４ の 屈 曲 す る 左 右 の 面 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ は 、 刃 主 体 を 型 で 焼 結 す る 際 に こ
れ と 同 時 に 形 成 し 、 上 記 逃 げ 面 １ ５ の 屈 曲 す る 左 右 の 面 １ ５ ａ ， １ ５ ｂ は 、 台 金 １ ２ の 刃
台 １ ３ に 固 着 し た 後 、 研 削 機 の 砥 石 に よ り 研 削 し て 形 成 す る 。 な お 、 上 記 す く い 面 １ ４ の
左 右 の 面 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ は 、 刃 主 体 を 焼 結 成 形 し た 後 、 台 金 １ １ に 固 着 す る 前 に 研 削 し て
形 成 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 ５ は 第 ２ 実 施 例 を 示 す 。 図 ５ に お い て １ ２ は 刃 台 、 １ ３ － １ は 該 刃 台 １ ２ に 固 着 し た 超
硬 合 金 製 の 刃 で あ る 。 該 刃 １ ３ － １ の す く い 面 １ ４ 及 び 逃 げ 面 １ ５ を 刃 厚 中 心 に 向 か っ て
谷 形 に 凹 ま せ る 。 即 ち 、 上 記 す く い 面 １ ４ の 谷 形 凹 部 の 深 さ は 、 先 端 １ ３ ａ か ら 回 転 中 心
側 に 向 か っ て 次 第 に 浅 く し 、 そ の 左 右 の 面 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ が 回 転 中 心 側 に 向 か っ て 細 長 い
三 角 形 状 と な る よ う に す る 。 ま た 、 上 記 逃 げ 面 １ ５ の 谷 形 凹 部 の 深 さ は 、 先 端 １ ３ ａ か ら
反 回 転 側 に 向 か っ て 次 第 に 浅 く し 、 そ の 左 右 の 面 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ が 反 回 転 側 に 向 か っ て 細
長 い 三 角 形 状 と な る よ う に す る 。 そ の 他 は 、 前 述 し た 第 １ 実 施 例 と 略 同 様 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 ６ は 第 ３ 実 施 例 を 示 す 。 図 ６ に お い て １ ２ は 刃 台 、 １ ３ － ２ は 該 刃 台 １ ２ に 固 着 し た 超
硬 合 金 製 の 刃 で あ る 。 こ の も の は 、 す く い 面 １ ４ の 厚 さ 方 向 中 心 部 、 即 ち 、 左 右 の 面 １ ４
ａ ， １ ４ ｂ の 境 界 部 に た て 方 向 （ 回 転 鋸 １ ０ の 半 径 方 向 ） に 延 び る 平 面 視 半 円 状 の 溝 １ ４
ｃ を 形 成 し た も の で あ る 。 該 溝 １ ４ ｃ は 、 刃 １ ３ － ２ の 主 体 部 を 型 で 焼 結 成 形 す る 際 に 、
上 記 す く い 面 １ ４ の 左 右 の 面 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ と 同 時 に 形 成 す る 。 な お 、 上 記 溝 １ ４ ｃ は 、
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図 ７ に 示 す よ う に 平 面 視 角 形 の 溝 １ ４ ｃ － １ に 換 え て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
上 記 溝 １ ４ ｃ （ １ ４ ｃ － １ ） は 、 刃 １ ３ － ２ （ １ ３ － ３ ） を 台 金 １ １ の 刃 台 １ ２ に ロ ウ 接
（ ロ ウ 付 け ） す る 際 の 位 置 決 め 用 と す る も の で あ る 。 即 ち 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 矩 形 状 の
治 具 ２ ０ の 加 圧 面 （ 図 ８ に お い て 左 面 ） ２ ０ ａ の 厚 さ 方 向 中 心 部 に 位 置 決 め 用 の 突 起 ２ ０
ｂ を た て 方 向 （ 回 転 鋸 １ ０ の 半 径 方 向 ） に 延 長 形 成 す る 。 そ し て 、 刃 １ ３ － ２ の 溝 １ ４ ｃ
を 上 記 突 起 ２ ０ ｂ に 嵌 合 さ せ る と と も に 、 該 刃 １ ３ － ２ の す く い 面 １ ４ の 左 右 両 端 縁 （ 左
右 の 面 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ の 外 端 縁 ） を 治 具 ２ ０ の 加 圧 面 ２ ０ ａ に 当 接 さ せ 、 こ の 状 態 で 上 記
刃 １ ３ － ２ を 刃 台 １ ２ の 回 転 面 側 に 加 熱 融 解 さ せ た ロ ウ ２ １ を 介 在 さ せ て 押 し 付 け 、 該 ロ
ウ ２ １ を 硬 化 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
上 記 第 ３ 、 第 ４ 実 施 例 に よ れ ば 、 各 刃 １ ３ － ２ を 台 金 １ １ の 左 右 中 心 位 置 に 高 精 度 に ロ ウ
接 で き 、 各 刃 １ ３ （ １ ３ － １ ） の 先 端 部 に 形 成 さ れ る 左 右 一 対 の 先 端 切 刃 １ ３ ｂ ， １ ３ ｃ
を 高 精 度 に 対 向 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
上 記 実 施 例 に よ れ ば 、 各 刃 １ ３ （ １ ３ － １ ～ １ ３ － ３ ） の 左 右 両 側 に 、 横 す く い 角 Ｂ 及 び
先 端 傾 き 角 Ｄ を 有 す る 先 鋭 な 一 対 の 先 端 切 刃 １ ３ ｂ ， １ ３ ｃ が 形 成 さ れ 、 該 一 対 の 先 端 切
刃 １ ３ ｂ ， １ ３ ｃ が 被 削 物 に 同 時 に 接 触 し 、 こ れ を 切 断 し て い く こ と に な る 。 こ の た め 、
１ 刃 が 受 け 持 つ 切 削 量 が 従 来 の も の よ り も 少 な く な り 、 切 り 口 面 の 衝 撃 が 小 さ く な る と と
も に 、 切 り 口 の 左 右 面 に 発 生 す る ナ イ フ マ ー ク が 密 と な り 、 切 り 口 面 の こ ば 欠 け 、 亀 裂 等
が 発 生 し 難 く な る と と も に 、 切 断 面 が き れ い に な る 。 特 に 表 面 に 硬 質 の メ ラ ミ ン 樹 脂 等 の
化 粧 膜 が 固 着 さ れ た 板 材 を 円 滑 に 切 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
な お 、 本 発 明 は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 刃 １ ３ （ １ ３ － １ ～ １ ３ － ３ ） の 数 個 お き に 該 刃 １
３ の 先 端 切 刃 １ ３ ｂ ， １ ３ ｃ よ り も 若 干 低 い 平 刃 ２ ２ を 設 け る か 、 あ る い は 図 １ ０ に 示 す
よ う に 、 刃 １ ３ （ １ ３ － １ ～ １ ３ － ３ ） の 数 個 お き に 該 刃 １ ３ の 先 端 切 刃 １ ３ ｂ ， １ ３ ｃ
間 で こ れ ら よ り も 若 干 高 い 剣 状 刃 （ 台 形 刃 ） ２ ３ を 設 け る よ う に し て も よ い 。 こ の よ う に
す れ ば 、 切 り 口 面 の 両 側 を 切 削 す る 刃 １ ３ の 切 削 稜 線 が 短 く な り 、 該 刃 １ ３ に よ る 被 削 物
へ の 衝 撃 が 少 な く な っ て こ の 部 の こ ば 欠 け 、 亀 裂 等 の 発 生 が よ り 少 な く な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の 説 明 か ら 明 ら か な 如 く 、 本 発 明 は 、 台 金 の 外 周 に 設 け た 各 刃 の 左 右 両 側 に 一 対 の 先
鋭 な 先 端 切 刃 を 設 け 、 該 一 対 の 先 端 切 刃 を 被 削 物 に 同 時 に 接 触 さ せ て 切 断 す る よ う に し た
の で 、 切 り 口 面 に こ ば 欠 け 、 亀 裂 等 が 発 生 し 難 く な り 、 表 面 に 硬 質 の 化 粧 膜 が 固 着 さ れ た
板 材 の 切 断 に 適 す る こ と に な る 。
ま た 、 前 記 す く い 面 の 凹 面 を 刃 主 体 を 焼 結 成 形 す る 際 に こ れ と 同 時 に 形 成 し 、 逃 げ 面 の 凹
面 は 刃 主 体 を 台 金 の 外 周 に 固 着 し た 後 、 研 削 し て 形 成 す る よ う に し た の で 、 刃 の 研 削 が 容
易 か つ 迅 速 に 行 え る こ と に な る 。
ま た 、 前 記 す く い 面 の 刃 厚 中 心 部 に た て 方 向 に 延 び る 溝 を 設 け る よ う に し た の で 、 該 溝 を
利 用 し て 刃 の ロ ウ 接 精 度 を 高 く す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 を 示 す 回 転 鋸 の 一 部 を 断 面 し た 部 分 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 部 分 拡 大 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の Ｉ Ｉ Ｉ 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ の Ｉ Ｖ 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 を 示 す 回 転 鋸 の 一 部 を 断 面 し た 要 部 拡 大 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 を 示 す 図 ４ 相 当 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 例 を 示 す 図 ４ 相 当 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 台 金 へ の 刃 の ロ ウ 接 状 態 を 示 す 平 断 面 図 で あ る
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ５ 実 施 例 を 示 す 説 明 用 正 面 図 で あ る 。
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【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ６ 実 施 例 を 示 す 説 明 用 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 従 来 例 を 示 す 回 転 鋸 の 部 分 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ １ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ２ の Ｘ Ｉ Ｉ Ｉ 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 　 回 転 鋸
１ １ 　 　 台 金
１ ２ 　 　 刃 台
１ ３ 　 　 刃
１ ３ ｂ ， １ ３ ｃ 　 先 端 切 刃
１ ４ 　 　 す く い 面
１ ４ ａ 　 左 面 （ 凹 面 ）
１ ４ ｂ 　 右 面 （ 凹 面 ）
１ ４ ｃ （ １ ４ ｃ － １ ） 　 溝
１ ５ 　 　 　 逃 げ 面
１ ５ ａ 　 左 面 （ 凹 面 ）
１ ５ ｂ 　 右 面 （ 凹 面 ）
２ ０ 　 　 治 具
２ ０ ａ 　 加 圧 面
２ ０ ｂ 　 突 起
２ １ 　 　 ロ ウ
２ ２ 　 　 平 刃
２ ３ 　 　 剣 状 刃 （ 台 形 刃 ）
Ａ 　 　 す く い 角
Ｂ 　 　 横 す く い 角
Ｃ 　 　 先 端 逃 げ 角
Ｄ 　 　 先 端 傾 き 角
Ｓ 　 　 側 面 逃 げ 角
Ｅ 　 　 側 面 向 心 角
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

(6) JP 2004-122300 A 2004.4.22



【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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